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財務レポート202５刊行にあたって

理事（財務・労務管理担当） 大淵 学

高知大学は、高知という地域に軸足を置いた「地域を支え地域を変えることができる大学＝“Super Regional

University” 」をスローガンとして設定し、キラリと光る地域の中核として、新たなモデルを構築すべく挑戦を続けて

います。

法人化以降、この２０年の間、高知大学は大きな変革を遂げてきました。平成27年度の地域協働学部の新設から始ま

り、人文社会科学部、農林海洋科学部、理工学部の改組を実施しました。これらの学部改組に続いて、大学院では令和

２年度には修士課程、令和4年度には博士課程の改組を行いました。令和５年度には「一次産業×DX(Digital

Transformation）」の重点化を図るべく農林海洋科学部の再改組を行いました。さらに令和６年度からは新たにス

ポーツ・芸術文化共創専攻を開設しました。

研究面では、黒潮圏の豊かな自然環境を活かし、地域創生や「持続可能な開発目標(SDGs)」への貢献を見据え、多

様な文理融合の研究を推進しています。平成30年度に開始した内閣府地方大学・地域産業創生交付金事業「“IoP

（Internet of Plants）”が導く「Next次世代型施設園芸農業」への進化」プロジェクトにおいては、高知県と県内高

等教育機関が連携し、地域の産業振興に向け、社会実装も含めた研究を加速しています。１期５年の期間が終了した後、

その実績が高く評価され、令和５年度からさらに４年間の「展開枠」として採択され、研究の成果を北海道や福岡県、さ

らにベトナムやインドへ技術移転しようとしています。また令和５年度には文科省「地域中核・特色ある研究大学の連携

による産学官連携・共同研究の施設整備事業」に、愛媛大学を提案大学として連名で申請し、採択されました。

診療面では、令和7年1月に高知大学医学部附属病院に地上9階、免震構造の新病棟が完成しました。免震構造によ

り、大災害時にも患者さんの安心を確保しています。現在は外来診療棟の改修を進めています。外来診療科間の診察

室・待合室の共用を行うことで診療の効率化、患者アメニティの向上、待ち時間の負担軽減を図ります。

さて、本学は令和６年度に創立７５周年の節目を迎えました。令和４年５月に「高知大学創立７５周年記念事業」を立ち

上げ、朝倉キャンパスに「よさこい」の演舞場を開設する等、様々な記念イベントの実施や「高知大学校友会」の立ち上げ

を行いました。この校友会は卒業生のみならず、本学に関心をお持ちのあらゆる方々にご参加いただける組織として

います。そして、「高知大学創立75周年記念事業」のフィナーレとして、令和6年11月に高知大学の歴史と目指す未来

について、よさこい演舞やダンス、演劇等により表現したエンターテイメント型式典として、創立75周年記念式典「気高

く心躍る知に」を執り行いました。令和7年度も朝倉キャンパスに「よさこい」の演舞場を開設する等、さまざまな記念イ

ベントを継続することで、大学キャンパスに多くの卒業生が集う交流の場を創出していきます。

今後も、高知大学は、時代や地域の要請に応える人材を育成してまいります。皆様の一層のご支援とご協力を賜りま

すようお願い申し上げます。
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記念事業の概要
高知大学は、昭和24年の創立から、令和６年に創立75周年を迎えるにあたり、

「高知大学創立75周年記念事業」を展開してまいりました。

「地域を支え、地域を変えることができる大学」として、

"Super Regional University"を目指す本学の姿を県民に広く周知し、

高知大学の歴史と未来への展望を共有することを目的として本事業を実施いたしました。

主要な記念事業実施内容

１ キックオフイベント（令和４年５月14日）

朝倉キャンパスにて創立75周年記念事業のキックオフイベントを開催し、

２年半にわたる記念事業の幕開けを宣言しました。

２ 記念シンポジウムの開催

高知県内の自治体と連携し、記念シンポジウムを開催しました。

各回とも地域との連携をテーマとし、地域の方々や関係者との対話を深める機会と

なりました。

主なシンポジウムのテーマ：

•令和４年10月１日 「LXで切り拓く持続可能な地域づくりへの挑戦」 in 須崎市

•令和５年３月18日 「持続可能な地域づくりは土佐の山間より！」 in 梼原町

•令和５年７月15日 「絆の躍動！よさこいらんまん2023～

なぜ、高知大学は演舞場を開設するのか？～」 in 高知市

•令和６年10月７日 「最後の清流四万十川と共に豊かな暮らしを続けるために」

in 四万十町

•令和６年３月24日 「「海のまち須崎」未来への挑戦～

「逆参勤交代」×「釣りバカ」から生まれる持続可能な地域づくり～」 in 須崎市

３ よさこい祭り高知大学演舞場の開設

令和５年８月、朝倉キャンパスによさこい祭り高知大学演舞場を初めて開設し、

地域文化の振興と大学の地域貢献を象徴する取組となりました。

本演舞場は、学生や地域住民が一体となって「よさこい」

を楽しむ場として、高知の文化を体感できる新たな拠点と

して、創立75周年記念事業終了後も、継続して開設してい

ます。

高知大学創立75周年記念事業

紙風船飛ばし薄木氏「先輩からのメッセージ」

基調講演の様子

パネルディスカッションの様子

大学生チームも多数参加

会場には大勢の観客が
訪れました。

受田理事（当時）「スタート宣言」

最終報告書はこちらから
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４ 高知大学校友会の設立（令和５年11月３日）

創立75周年を契機に、高知大学校友会を設立しました。

本校友会は、卒業生のみならず、高知大学にご縁のある

あらゆる方々にご参加いただける組織として立ち上げ、

大学と地域社会、卒業生との継続的な連携の基盤を構築しました。

５ 高知大学・高知医科大学統合20周年記念式典（令和5年11月25日）

記念講演は、元学⻑で高知大学医学部附属先端医療学推進センター名誉センター⻑の

相良祐輔氏による「臍帯⾎の可能性」と題し講演いただきました。

６ 研究成果報告シンポジウム「未来研究ミュージアム～冒険の扉をひらこう～」（令和６年９月28日）

高知市文化プラザかるぽーとにて、本学の研究成果を

小学生・中学生・高校生を含む一般の方に広くご紹介する

「未来研究ミュージアム」を開催いたしました。

本学の最先端研究を展示や基調講演などを通じて発信し、

次世代の研究者育成と地域の科学リテラシー向上に貢献しました。

７ 創立75周年記念式典「気高く心躍る知に」（令和６年11月３日）

75周年記念事業のフィナーレとして、

創立75周年記念式典「気高く心躍る知に」を執り行いました。

本式典は、高知大学の源流である旧制高知高等学校の初めての入学式で

江部淳夫初代校⻑が語った「感激あれ若人、感激なき人生は空虚なり」から始まる歴史と、

本学が目指す未来予想図を、よさこい演舞・ダンス・演劇などの表現を交え、お伝えしました。

櫻井学⻑（当時） 会⻑挨拶

櫻井学⻑（当時） ご挨拶 鏡開きの様子

「2049年の高知を思い描こう！」表彰式

ポスター展示会場の様子

エンディング

よさこい・ダンスのパフォーマンス受田学⻑と谷脇めぶき（学生代表）さん

式典の様子はこちらから
（RKC高知放送 特別番組）
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令和６年度部局別の活動状況
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人文社会科学部
TOPIC

人文社会科学部には、人文科学コース/国際社会

コース/社会科学コースの３つのコースがあります。人

文社会科学の専門的知識と学際的教養を身につける

ことで、グローバル/ローカルな課題解決に貢献でき

る人間の養成を目的としています。

学生は「プラットフォーム科目」をベースに「プログラ

ム制」で学びのコアをつくり、ゼミナール・卒論作成を

通じて一人ひとりのオリジナルな学びの完成を目指し

ます。

教育学部

学部紹介

令和６年度の特筆すべき事業としては、第１に、海外フィールドで

の教育実践の本格化が挙げられます。具体的には、韓国・釜山外国

語大学校とインドネシア・ブラビジャヤ大学では日本語実習、台湾で

はスタディ・ツアーが行われました。

第２に、日本語教育の充実化です。令和６年度は日本語教育関連

の特任助教の採用によって教員３名体制で取り組むようになり、上

記海外教育実習に加えて、ベトナムでの日本語教育関連インターン

シップ（正課外）も実施されました。こうした取り組みにより、教員免

許と同様に国家資格となった初年度日本語教員試験において、本

学部の学生２名の合格という成果がもたらされました。

第３に、自律学習支援センター（OASIS）を拠点とする国際的な

学びと留学支援の発展です。海外の大学生（韓国・マレーシア・イン

ドネシア・米国）と本学学生とが対面・オンライン形式で交流する

「パートナーシッププログラム」では、195名の学生が94組のペア

を組んで語学力・異文化理解に取り組み、参加学生に高い満足度を

もたらしました。

また、本学部棟の改修工事は、令和６年度に２期目を終えました。

今回の工事で玄関部分が改修され、ガラス張りの交流ラウンジや交

流スペース、アクティブラーニングスタジオが新たにお披露目とな

りました。

TOPIC

「本気の教員になろう！」を合い言葉に質の高い

教員の養成を目的としています。

特に高知県の教育課題である道徳教育や特別支

援教育、グローバル化に対応した英語教育など現

代の教育課題に応じた教育プログラムを充実させ

ています。また、幼児教育コースを設置し、幼稚園

教諭・保育士の養成も行っています。

学部紹介

令和６年度は、以下のことに取り組みました。

（１）学校推薦型選抜Ⅰの入学予定者のうち、希望者に対してオンラ

インで入学前交流会を実施しました。また、入学前から卒業を見通

した学部と高知県の連携について検討開始することになりました。

（２）データサイエンスセンターと連携して応用基礎レベルの教育プ

ログラムの検討を始め、全国の大学と企業が参加する教育DXの発

表・提示会に参加し、教職課程でのDX教育の現状を調査しました。

（３）共通教育の新カリキュラムが動き始めました。教育実習での諸

問題を収集し、実習のありかたの再定義とともに、様々な大学の教

育学部と情報交換を行いました。

（４）現職教員研修プログラムとして位置づけた研修「ミドル保育者

フォローアップ研究発展コース」を附属幼稚園で実施しました。また、

本学部教員が土佐教育研究会と連携し、現職教員のリカレント教育

を実施しました。

（ ５ ）英語の発音面理解のために開発したMinimal Pair

Practice (Excel VBA) を、令和７年度の本格運用に先立ち試

験的に運用しました。

（６）学生生活実態調査に基づく学生支援計画を策定し、実施しまし

た。また、事前的改善としてチャイムが聞こえにくい３か所の教室に

時計を設置しました。

詳細はこちら
http://jinbun.cc.kochi-u.ac.jp/

詳細はこちら
https://akebono.ei.kochi-u.ac.jp/

ガラス張りの交流スペースで過ごす学生

附属小学校における教育実習の様子。学生は

卒業までに２回の教育実習を経験します。
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理工学部
TOPIC

高知大学理工学部は、自然科学の基礎を支える

「数学物理学科」、コンピュータサイエンスの基礎か

ら応用までを扱う「情報科学科」、南四国の豊かな

自然を生かす「生物科学科」、化学と生命科学の基

礎に高度な技能を積み上げる「化学生命理工学科」、

総合的な防災力を身につける「地球環境防災学科」

の５学科構成です。

論理的思考を重視する理学教育と、実用を重視す

る工学教育を融合し、社会が直面する様々な問題

を科学的に解決できる人材を育成します。

【学科情報】

数学物理学科（数学コース・物理科学コース）、

情報科学科、生物科学科、化学生命理工学科、

地球環境防災学科

【理工学部附属施設】

水熱化学実験所、高知地震観測所

医学部

学部紹介

令和６年度は、本学部が当番校となり、第48回国立大学55工学

系学部長会議総会が開催されました。本会議は、全国55の国立工

学系大学及び学部等が、教育・研究に係る共通の諸問題について

協議することにより、我が国における工学系の教育・研究の改善、

向上及び発展に寄与することを目的として開催しており、就職活動

と教育・研究活動の両立における課題、留学生に関することなどに

ついて協議を行い、各大学が活発に意見を交わし、盛況のうちに閉

会となりました。

また、「大学・高専機能強化支援事業」の支援２「高度情報専門人

材の確保に向けた機能強化」に申請を行い、このたび本学のプロ

ジェクトが選定されたことを受け、情報科学棟新棟の竣工に向けて

整備作業を行いました。

TOPIC

医学科と看護学科の２つの学科により構成されて

おり、人間性豊かであり、地域医療に貢献する強い

意志、多様な社会の要請に応えうる高い倫理観、使

命感及び思考の柔軟性を有する医療人を育成する

ことを目的としています。

また、先端医学に根ざした新たな医療を創り出し、

地域医療を通して世界の人々の健康問題を解決す

ることを目指しています。

前身の高知医科大学として昭和51(1976)年に

開学以来、 ４９年の時を過ごしてきました。令和６

(202４)年度末までに、医学科4,１６５人、看護学

科1,６２９人を輩出しました。

学部紹介

本学部は、文部科学省が公募する「高度医療人材養成拠点形成事
業（高度な臨床・研究能力を有する医師養成促進支援）」に採択され
ました。本事業は、医師の働き方改革を進めながら、医学生及び医
学系大学院生に対して、大学病院において、効果的な臨床実習の実
施や、研究活動に参画する機会を確保するとともに、教育・研究支
援者を活用し、研究体制の強化により臨床研究を推進することで、
臨床教育・研究に関する知識・技能等を有する優れた医師を養成し、
我が国の医学・医療の発展や研究力の強化に貢献することを目的
とする取り組みです。
本学部では、「先端医療学研究を軸に展開する、メディカルデータ
マイニングを活用可能な研究医養成プログラム」をテーマに掲げ、
高度な臨床・研究能力を有する医師養成を図ります。
なお、本事業は医学部附属先端医療学推進センターの各部門（先
端医工学部門：光線医療技術等、再生医療部門：臍帯血の臨床研究、
再生医療等製品の開発推進等、情報医療部門：心筋症ゲノムコホー
ト等）を対象とし、事業終了後においては他診療科にも展開してい
きます。
令和６年度は、医学情報センターが長年運用・蓄積してきた40年
間38万人分の仮名化データベースを電子化医療情報から効率的
に臨床的知見や予測を導き出すインターフェースとなる「医療情報
分析支援システム」を構築しました。また、令和７年度から雇用する
専任の臨床指導医で、自らの臨床研究を進め、最終的には他の研
究者の支援まで行う「先端医療フェロー」を選考しました。さらには、
臨床実習用シミュレーターを整備し、令和７年度からの本格実施へ
の態勢を整備しました。

詳細はこちら
http://science.cc.kochi-u.ac.jp/

詳細はこちら
http://www.kochi-u.ac.jp/kms/

第48回国立大学55工学系学部長会議総会の様子

医学部岡豊キャンパス
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農林海洋科学部
TOPIC

農林海洋科学部は、農林資源科学科、海洋資源科

学科の2つの学科により構成されており、 全国指

折りの自然フィールドを舞台にした現場主義型の

学習スタイルで、山・森・川・農地から海までも科学

的に探究できる学部となっています。

令和5年度学部改組により「データサイエンス」「デ

ジタルトランスフォーメーション」の教育要素もプラ

スし、地域を、国際社会を革新していく「未来型人

材」を育成します。

地域協働学部

学部紹介

令和６年度には、地域社会と連携したキャリア教育として、農業や

食品に関連する試験研究や技術開発の方法を実地に修得する「イン

ターンシップ（技術・技能）」、高知県内の農業改良普及所やJA、農

業法人等において、技術普及や農業振興、篤農家や農業法人の運

営等を体験学習する「インターンシップ（実践力）」を開講しました。

入学者選抜においては、「令和７年度魅力ある地方大学の実現に

資する地方国立大学の定員増」に申請し、農林資源科学科の入学定

員の５名増が認められたことに伴い、入学後に地域への理解、地域

の課題とその解決に関する講義・演習科目である地方創生推進士

育成科目及び指定の準正課活動を履修する「地域志向枠」入試を実

施しました。

地域貢献活動では、「物部キャンパス一日公開」を開催し、地域の

皆様に農林海洋科学部をはじめとする物部キャンパスでの教育・研

究活動の一端を紹介するとともに、農産物の販売などを行いまし

た。

TOPIC

地域協働学部は、地域力を学生の学びと成長に

活かし、学生力を地域の再生と発展に活かす教育

研究を推進することで、「地域活性化の中核的拠

点」としての役割を果たすことを目的としています。

高知県全域を中心的な教育研究フィールドとし、

地域との「協働」というアプローチによって、地域と

共に課題解決を図っていきます。人材養成では、産

業振興を担う「地域協働型産業人材」を育成し、地

域社会の発展に貢献します。特に、第一次産業、第

二次産業、第三次産業の協働により地域資源を活

かした６次産業化を推進してニュービジネスを創造

できる「６次産業化人」、「産業、行政、生活・文化の

各分野における地域協働リーダー」を「地域協働」

の教育を通じて育

成します。

学部紹介

本学部の教育理念及び目的の達成を支援するため設置された、

いわゆる応援団的な組織である「地域協働教育推進会議」（以下、

「同会議」という。）の協力により、同会議の会員企業・団体と地域協

働学部の学生をつなぐため、１年生を対象とした科目である学問基

礎論において、令和７年１月14日（月）に対面で「特別講座」を実施

しました。また、２年生以降を対象とした地域産業特別講義では、本

学部を卒業し、社会でご活躍されている方々を講師とした特別講

義を11月と１月にオンライン形式で実施しました。さらに、同会議主

催による社会人師匠講座（テーマ：過疎・農業離れ問題への取り組

みが拓くグローバルな世界観）及び本学部学習成果報告会・交流会

を令和７年２月７日（金）に対面で同日開催し、学生・院生を含め学

内外から総勢250名を超える参加がありました。

詳細はこちら
http://www.kochi-u.ac.jp/agrimar/

詳細はこちら
ｈttpｓ://www.kochi-u.ac.jp/rc/

実習活動で自然資源の探索へ

「インターンシップ（実践力）」の体験学習 「物部キャンパス一日公開」みかん狩り

学習成果報告会の様子
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土佐さきがけプログラム
TOPIC

現代社会の課題に積極的に取り組んでいける次

世代リーダーを育成するため設けられ、本学がこれ

まで培ってきた教育・研究実績や特色を活かしなが

らも、既存の学部・学科等のカリキュラムからは独

立した、全く特別な教育プログラムです。

【設置コース】

・グリーンサイエンス人材育成コース【令和６年度終了】

・国際人材育成コース【令和５年度終了】

・生命・環境人材育成コース【令和３年度終了】

・スポーツ人材育成コース（副専攻）【令和4年度終了】

海洋コア国際研究所

プログラム紹介

土佐さきがけプログラムでは、令和６年11月２日（土）に卒業生・

修了生、在学生及び教職員にお集まりいただき、交流会を開催し

ました。当日は46名が参集し、思い出話に花を咲かせながら、こ

れまでのプログラムの歩みを振り返る貴重な機会となりました。

また、令和７年３⽉24⽇（⽉）に学位記授与式が⾏われ、グリー

ンサイエンス⼈材育成コース（修⼠課程）所属の２名が修了しまし

た。このことをもって在籍学生がいなくなり、プログラムとしての

役割を終え、13年間の活動に幕を下ろしました。

TOPIC

海洋コアの総合的な解析を通して地球環境変動

要因の解明や海底資源の基礎研究を行うことを目

的とし、全国共同利用機関として設立されました。

平成15(2003)年からJAMSTECと共同運用を

行っています。

本研究所は、海洋コアの冷蔵・冷凍保管をはじめ

とし、コア試料を用いた基礎解析から応用研究まで

を一貫して行うことが可能な研究設備を備える、国

内唯一の研究機関です。

平成21(2009)年６月に文部科学大臣から「地

球掘削科学共同利用・共同研究拠点」に認定され、

令和３(2021)年10月には、第３期の拠点認定を

受け、引き続き地球掘削科学の発展を望む研究者

コミュニティの要望に応えるべく、本研究所の卓越

した設備・機能を活用した共同利用・共同研究の推

進を図ることとしています。

研究所紹介

令和６年度においては、以下の取組を実施しました。

（１）地球掘削科学及び境界領域の研究

（2）国際共同研究強化の取組

（3）地球掘削科学及び境界領域の研究集会等参加

（4）共同利用・共同研究課題の実施

（5）拠点機能強化・拡張の効果の点検

（6）重点連携コアプロジェクトの推進

（7）コアDX推進室の新設

（8）海洋コア国際研究所のリソース強化

（9）リポジトリコア再解析プログラムReCoRDの実施

（10）地球掘削科学における国内外の学術動向の掌握

（11）オープンサイエンス基盤構築のための取組

（12）国際ワークショップの実施

（１3）その他シンポジウム等の実施

（14）国際スクーリングの実施

「重点連携コアプロジェクトの推進」について、K-CoP-１（気候変

動）に関わる共同利用研究集会を開催し、研究成果の議論と情報交

換を実施するなど、学外参加者らと研究交流を図りました。 また、

「コアDX推進室の新設」について、コアDX推進室担当教員１名の

採用を決定（令和７年度着任）しました。

詳細はこちら
http://www.kochi-u.ac.jp/sakigake_program/

詳細はこちら
http://www.kochi-u.ac.jp/marine-core/

コア冷蔵保管庫

土佐さきがけプログラム交流会の様子学位記授与式の様子
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教育学部附属学校園
TOPIC

高知大学教育学部では、幼稚園・小学校・中学校・特別

支援学校の４つの附属学校・園等を設置しています。

これらの附属学校園は、地域のモデル校として、学部と

連携協働し、先導的教育研究を推進しています。

【教育方針・目標等】

・附属幼稚園

よく考えて行動する子ども

・附属小学校

よりよい社会を作り出していこうとする

たくましい子ども

・附属中学校

人間性豊かに生きる力を持った生徒の育成

・附属特別支援学校

児童・生徒の社会的自立と自己実現に向けて、

４領域について障害の種別や程度に応じた

教育課題を、その種別・程度に適した教育方

法により指導する。

学校園紹介

共同研究推進委員会については、令和６年度は４学校園において、計45

件の共同研究を継続的に実施し、高知県教育委員会等と協働して開発した

現職教員研修プログラムの内容･方法を充実させながら実施することがで

きました。

附属幼稚園では、令和５年度文部科学省委託調査研究の成果と課題や、

多様なキャリアステージの教員の人材育成を踏まえ、県国公立幼稚園会へ

の公開園内研修や県ミドル保育者研修での保育公開を実施し、保育者の援

助に焦点をあてた事例研究を行いました。

附属小学校の複式部では、和歌山大学教育学部附属小学校の複式部と

通信アプリを使っての交流授業を行いました。

附属中学校では、研究主題を「多様性を認め合える教育の創造～ひとり

の生徒もとり残さない学校をめざして～」とする研究発表会を開催し、研

究成果を公開しました。

附属特別支援学校では、校内研究として、「知的障害教育における自立活

動の視点によるカリキュラム・マネジメント」というテーマで、自立活動の授

業改善等について研究成果を発表できるよう校内の研究体制を整えまし

た。そして、高知県教育委員会特別支援教育課と連携し、県立校の研究部

長連絡協議会に加わり情報交換することができたり、県立校の教育課程研

究集会に参加して県立校の自立活動の取り組みや課題を知ることができ

ました。

附属幼稚園
http://www.kochi-u.ac.jp/kinder/

附属小学校
http://www.kochi-u.ac.jp/fusho/

詳細はこちら

附属中学校
http://www.kochi-u.ac.jp/fuchu/

附属特別支援学校
http://www.kochi-u.ac.jp/tokushi/

幼稚園：共同研究（園庭探検） 小学校：遠隔教育授業 特別支援学校：ICTによる授業中学校：授業の様子
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医学部附属病院（以下、「附属病院」という。）は、昭和56(1981)年の開院以来築40年以上を経過しており、新しい医療ニーズにマッチした病棟・診療
棟の整備を目的として、平成23(2011)年度から附属病院再開発を開始しています。総事業費200億円を超える事業であり、一時中断していたものの、
令和10年度(2028)の完成を目指し、令和２(2020)年度より再開しています。
令和６(2024)年度は、再開発による病床数の減少が続く中、新病棟竣工に伴う設備購入や人事院勧告に伴う人件費増、急激な物価高騰による諸経費
の増加により、業務損益は△12.6億円の赤字となりました。しかし、令和7年3月に新病棟が稼働し休床となっていた病床数も回復し、令和7年度は大幅
な増収を見込んでおります。増収減益傾向は継続しており極めて厳しい経営状況ですが、引き続き附属病院再開発を着実に実行し、医療体制を維持・充
実するために今後も努力してまいります。（以下は、本院の経営状況及び経営指標となります。）

■ 附属病院の経営状況 ■

区分 令和6年度 対前年度

教育経費
研究経費
診療経費
教育研究支援経費
受託研究費等
受託事業費等
人件費
一般管理費
財務費用
雑損

業務費用 合計

運営費交付金収益
施設費収益
附属病院収益
受託研究等収益
受託事業等収益
補助金等収益
寄附金収益
雑益
その他の収益
業務収益 合計

75，412
156,000

14,233,704
0

102,944
104,768

9,289,514
389,319
141,142

1,380
24,494,187

1,997,589
43,812

20,393,146
102,749
105,001
343,738

37,264
208,203

0
23,231,506

27,432
△2,494

714,742
△128

△3，236
△2，639
505,224

56,690
87,480
△10,512

1,372,558

122,896
43,602

△38,124
△3,079
△2,407

159,746
11,671

△10，117
0

284，187

業務損益 △1,262,681 △1,088,371

◆附属病院セグメント情報

区分 令和6年度 対前年度

業務活動による収支の状況（A）
人件費支出
その他の業務活動による支出
運営費交付金収入
附属病院収入
補助金収入
その他の業務活動による収入
投資活動による収支の状況（B）
診療機器等の取得による支出
病棟等の取得による支出
無形固定資産の取得による支出
施設費による収入
財務活動による収支の状況（C）
借入による収入
借入金の返済による支出
債務負担金の返済による支出
借入利息等の支払額
リース債務の返済による支出
利息の支払額
収支合計（D=A＋B＋C）
外部資金を財源として行う活動による
収支の状況（E）

946，696
△9,082,557
△12,913,424

1,997,589
20,393,146

343,738
208,203

△8,347,549
△1,790,325
△7,396,221

0
838,997

6,065,762
7,501,890
△777,888
△9,755

△108,865
△507,340
△32,276

△1,335,089
8,550

△911,158
△479,954
△665,604

122,896
△38,124
159,746
△10,117

△5,125,954
△1,438,214
△4,215,712

2,246
525,727

4,589,938
4,684,350

△1,329
14,300

△65,963
△19,902

21,517
△1,447,174

7,678

収支合計(D+E) △1,326,539 △1,439,495

◆附属病院セグメントにおける収支の状況

20,266 20,933 21,003 20,864 
21,738 21,859 

22,298 
23,518 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

経費 665 673 662 668 778 912 910 1,127

設備関係費 3,181 3,151 3,168 3,145 3,043 2,908 2,681 3,129

委託費 890 1,044 1,117 1,144 1,186 1,225 1,377 1,652

材料費 7,156 7,633 7,560 7,469 7,963 8,102 8,546 8,321

人件費 8,374 8,432 8,496 8,438 8,768 8,712 8,784 9,289

計 20,266 20,933 21,003 20,864 21,738 21,859 22,298 23,518

附属病院経費

17,678 

18,680 18,738 19,055 
19,633 19,530 

20,431 20,393 

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

附属病院収益
（百万円）

※診療機器等の取得による支出は、主に新病棟竣工に伴う設備購入と放射線治療装置更新によるものです。
※病棟等の取得による支出は、主に再開発工事によるものです。
※借入による収入は、再開発工事と放射線治療装置更新によるものです。

◆附属病院経営指標

187,297 188,584 
180,665 176,334 171,331 

160,120 
165,786 165,172 

254,414 256,824 251,941 
240,966 

248,962 246,186 
240,002 

228,090 

150,000

180,000

210,000

240,000

270,000

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

患者数

入院患者 外来患者

65,734 68,557 70,842 
75,105 78,400 81,670 83,500 84,949 

21,360 22,715 24,088 24,428 25,235 26,611 27,895 28,392 

0

30,000

60,000

90,000

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

診療単価

入院診療単価 外来診療単価

※診療単価…1人1日あたりに要する医療費

（単位：千円）（単位：千円）

（百万円）

（円）

（人）

医学部附属病院 詳細はこちら
http://www.kochi-u.ac.jp/kms/hsptl/
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◆療養に専念できる環境を整える

新病棟の特徴として、146室を個室とし、4人用の病室も家具を間仕切りと
することで入院患者さんのプライバシーが保たれるようにしています。
また、患者さんの心を癒す場となるように、各階のエレベーターホールには
「花の和」をテーマにしたアクリルアートを施しました。飾り付けられた３３４個
の花は，入院中の患者さんや病院スタッフ、医学部学生がワークショップで
作成したものを使用しています。小児科病棟には、「ぽかぽかの丘」をテーマ
としたイラストのホスピタルアートがあり、２０種類の動物たちが子供たちを
見守っています。

◆あらゆる状況に対応

【災害対策】
免振装置は３種類を使用し、建物の水平方向の地震力の低減や建物の
転倒に配慮しています。
災害時に医療活動ができるように、病棟には医療用ガスや自家発電の
コンセントがあります。

【救急HCU】
救急医療の充実のために、新たに救急HCUを設置しました。

【無菌治療】
無菌治療のため、８階にクリーンエリアを設け、無菌治療室とクリーン
デイルームを整備しました。

【新興感染症対策】
新興感染症に対応するために、７階はフェーズごとに区画できる構造とし、
陰圧対応も可能です。また、各階に２～４室の陰圧対応個室があります。

Kochi University 
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■ 附属病院の新病棟完成 ■

新病棟の外観

小児科病棟のホスピタルアート

高知大学医学部附属病院では、「地域に密着した先端医療の推進と医療人の育成」を目的として再開発事業を進めており、
令和７年１月に第二期工事として新病棟のD棟が完成しました。
新病棟では、大規模災害時に中核医療機関として医療を継続するために免震構造を採用しています。

また、令和７年２月８日（土）には新病棟完成記念式典が開催され、学内外から約120名が出席しました。
式典では、参加された方々を対象とした内覧会を実施し、新たに設置された救急HCUやホスピタルアートが紹介されました。

新病棟は、２月２２日（土）より運用を開始しており、新たな施設で、安全で質の高い医療を提供しています。

新病棟完成記念式典の様子



令和６年度決算報告

本学の令和６年度決算について、財務諸表をもとに詳しく
説明します。
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■令和６年度決算ダイジェスト■

【貸借対照表】

資産
80,790

負債
32,251

純資産
48,５３９

当期未処分利益
(当期未処理損失)

△８１１

【損益計算書】

経常費用
38,988

経常収益
37,６０１

臨時損失 １０

臨時利益 ７

【損失の処理に関する書類】

【キャッシュ・フロー計算書】

支出
45,837

収入
42,259

資金期首残高
8,900

資金期末残高
5,323

【純資産変動計算書】

資本金
26,472
前年度比
▲13

※百万円未満を切り捨てて表示しているため、合計額が一致しない場合があります。

（単位：百万円）

貸借対照表は、期末日における本学の財政状態を表し
たものです。資産は、建物、工具器具備品、未収入金等
が増加したこと等により対前年度比8,838百万円の
増加、負債は、長期借入金が増加したこと等により対
前年度比8,550百万円の増加になりました。

損益計算書は、本学の一会計期間の業務に要した費用、
獲得した収益をもとに運営状況を表したものです。補助
金等収益が増加した一方で、附属病院収益が減少したこ
と、人件費が1,014百万円増加したこと等により△811
百万円の当期総損失となっています。

キャッシュフロー計算書は、一会計期間の本学の資金の流
れを表したものです。附属病院再開発により新病棟が完成
しました。その関係で支出が増加し、期末資金が3,577百
万円減少しました。

純資産変動計算書は、国立大学法人等の財政状態と運営状況と
の関係を表すため、一会計期間に属する国立大学法人等のすべ
ての純資産の変動を記載したものです。

当期総損失△８１１

積立金・・・経営努力認定を受けなかった利益で、主に資金の裏付けのない帳簿上の利益

当期総損失となったため、損失分は(前中期目標期間繰越)積立金で補填することとなりました。

目的積立金取崩額 ５７８

資本剰余金 31,357
（前年度比 3,271）

資
本
剰
余
金
合
計

11,366

前年度比
2,273

減価償却相当累計額 ▲19,039
(前年度比 ▲４７５)

利息費用相当累計額 ▲９
(前年度比 ▲1)

除売却差額相当累計額 ▲６１３
（前年度比 ▲４３７）

利
益
剰
余
金
合
計

10,699

前年度比
▲1,971

純
資
産
合
計

48,539
前年度比
２８８

前中期目標期間繰越積立金 5,457
（前年度比 ▲1,364）

教育研究運営改善積立金 ６３６
（前年度比 ▲121）

積立金 5,417
（前年度比 ー）

当期未処理損失▲８１１
（前年度比 ▲４８４）

政府出資金 26,472
（前年度比 ▲13）

減損損失相当累計額 ▲３２７
(前年度比 ▲８４)
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（単位：百万円）

※百万円未満を切り捨てて表示しているため、合計額が一致しない場合があります。

■ 貸借対照表 ■

資 産 の 部

〔固定資産〕 令和６年度 令和５年度

土 地 25,６７６ 25,７８７

建 物 等 29,653 18,891

工具器具備品 7,645 3,8０８

図書・美術品 3,０２１ 3,０８７

建設仮勘定 115 3,711

その他有形固
定 資 産

２６８ ２９３

無形固定資産 ９９ １０９

投資その他の
資 産

1,818 2,019

〔流動資産〕

現金及び預金 7,623 9,900

未 収 入 金 4,384 4,215

棚 卸 資 産 ３２ ２９

そ の 他 流
動 資 産

４５０ ９７

資 産 合 計 80,790 71,951

■ 数字で見る本学の令和６年度活動状況■

土地 25,６７６百万円 ▲110百万円

（土地） 25,８７３百万円 ▲26百万円

（減損損失累計額） ▲１９６百万円 84百万円

建物 28,799百万円 10,73３百万円

（建物） 54,918百万円 12,21７百万円

（減価償却累計額）▲25,976百万円 ▲1,510百万円

（減損損失累計額） ▲１４２百万円 ▲２６百万円

工具器具備品 7,645百万円 3,837百万円

（工具器具備品) 35,501百万円 5,0２９百万円

（減価償却累計額) ▲27,855百万円 ▲1,192百万円

令和６年度 対前年度比

【資産の部】

附属病院再開発により、令和7年1月に新病
棟が完成したため、建物や工具器具備品が大
きく上昇しました。

土地

３１．８％

建物等

３６．７％

工具器具備品

９．５％

図書・美術品

３．８%

建設仮勘定

０．２%

その他有形

固定資産

０．３%

無形固定資産

０．１％

投資その他の資産等

２．３％

現金及び預金

９．５％

未収入金

５．４％

その他流動資産等

０．５％

【資産の部】
80,790百万円

貸借対照表は、期末日における本学の財政状態を表したものです。

資産のうち約８２％が、固定資産

Kochi University 
Financial Report ２０２５ 15



※百万円未満を切り捨てて表示しているため、合計額が一致しない場合があります。

負 債 の 部

〔負債〕 令和６年度 令和５年度

長期繰延補助金等 ８６４ ８３６

借 入 金 18,004 11,290

長 期 未 払 金
( 長 期 リ ー ス 債 務 )
リ ー ス 債 務

4,302 1,478

運営費交付金債務 ４２４ ７６２

預 り 施 設 費 ８２ ６２０

寄 附 金 債 務 1,899 1,980

未 払 金 4,9０５ 4,999

そ の 他 1,7６７ 1,732

負 債 合 計 32,251 23,701

合計 （ 負 債 ・ 資 産 ） 80,790 71,951

■ 数字で見る本学の令和６年度活動状況■

借入金 18,004百万円 6,714百万円

長期未払金
(長期リース債務) 4,302百万円
リース債務

2,824百万円

令和６年度 対前年度比
借入金や施設費を主な財源として、病
院再開発を進め、新病棟が完成しました
ので、借入金が増加しました。
またそれに伴い、医療情報システムの
リースが開始しましたので、(長期)リー
ス債務が増加しました。

【負債の部】

（単位：百万円）

自己資本比率
（純資産の部/総資産）

は約６０％

借入金…

リース債務

５．３％

運営費交付金

０．５％

寄附金債務

２．４％

未払金

６．０％

その他

２．３％

資本金…

資本剰余金

１４．１％

利益剰余金
１３．２％

長期繰延補助金等
１．１％

【負債・純資産の部】
80,790百万円

純 資 産 の 部

資 本 金 26,４７２ 26,４８５

資 本 剰 余 金 11,366 9,093

利 益 剰 余 金 10,699 12,671

【 前 中 期 目 標
繰 越 積 立 金 】

5,457 6,822

【 目 的 積 立 金 】 ６３６ ７５８

【 積 立 金 】 5,417 5,417

当 期 未 処 理 損 失 △８１１ △３２７

純 資 産 合 計 48,５３９ 48,250
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費 用

令和６年度 令和５年度

教 育 経 費 1,677 1,467

研 究 経 費 1,247 1,333

診 療 経 費 14,233 13,519

教育研究支援経費 ５４２ ５２５

受 託 研 究 費 等 1,0８２ 1,048

人 件 費 18,844 17,830

一 般 管 理 費 1,1９７ 1,136

支 払 利 息 １４７ ５８

そ の 他 １５ ３２

経 常 費 用 合 計 38,988 36,952

臨 時 損 失 １０ ４５７

当 期 総 利 益
（ 当 期 総 損 失 ）

△８１１ △３２７

計 38,１８７ 37,08３

※百万円未満を切り捨てて表示しているため、合計額が一致しない場合があります。

■ 損益計算書 ■

■ 数字で見る本学の令和６年度活動状況■

令和６年度 対前年度比

診療経費 14,233百万円 714百万円

経常費用合計は、診療経費、人件費等の費用が増加したことなどにより、対前年度比2,036百万円の増加に
なりました。

【費用の部】

一般管理費（３．０％）

人件費

診療経費

４８．４％

損益計算書は、本学の一会計期間の業務に要した費用、獲得した収益をもとに運営状況を表したもの
です。 （単位：百万円）

（費用の構成）

3６．５％

教育・研究費7．５％

教育研究
支援経費

1.４％

受託研究費等
２．８％

その他
０．４％

大学運営に関する
基盤的な費用

診療に
関する
費用

教育・研究に
関する物件費

退職給付費用が1,270百万円で
昨年度に比べて３４６百万円増額と
なったこと、その他人事院勧告等の
影響によって増額となりました。

人件費 18,844百万円 1,014百万円

附属病院再開発で新病棟が完成し
ました。それに加え、電気料をはじめ
とする物価高騰等の影響で増額と
なりました。
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収 益

令和６年度 令和５年度

運営費交付金収益 9,8７６ 9,865

学 生 納 付 金 収 益 3,2６１ 3,238

附 属 病 院 収 益 20,３９３ 20,431

受託研究・寄附金等収益 1,７８８ 1,７１８

補 助 金 等 収 益 1,095 ８９７

施 設 費 収 益 １７４ １８１

そ の 他 1,011 ７２１

経 常 収 益 合 計 37,６０１ 37,054

臨 時 利 益 ７ １１

目的積立金取崩額 ５７８ １８

計 38,187 37,083

※百万円未満を切り捨てて表示しているため、合計額が一致しない場合があります。

■ 数字で見る本学の令和６年度活動状況■

令和６年度 対前年度比

附属病院収益 20,３９３百万円 ３８百万円

補助金等収益 1,095百万円 １９８百万円

【収益の部】

経常収益合計は、学生納付金収益、受託研究・寄付金等収益、補助金
等収益などが増加したことにより、対前年度比５４７百万円増加しま
した。

附属病院においては入院・外来とも
述患者数の減少により、附属病院収益
が減少しました。また、病院再開発関
係事業について、目的積立金を取り崩
して行いました。
高知県からの勤務環境改善事業費補
助金があり、補助金等収益が上昇しま
した。

学生納付金

８．７％

運営費交付金

（単位：百万円）

（収益の構成）

２６．３％

５４．２％

国からの予算

自己収入に
基づく予算

施設費
0.５％

受託研究・寄付金等４．８％

その他
２．６％

補助金等
２．９％

附属病院収入

目的積立金取崩額 ５７８百万円 560百万円
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令和６年度 令和５年度

Ⅰ 業務活動によるキャッシュ・フロー 1,167 3,595

原材料、商品又はサービスの購入による支出 ▲15,２６３ ▲15,108

人件費支出 ▲18,８１１ ▲18,０７７

その他の業務支出 ▲1,０７６ ▲1,1９９

運営費交付金収入 9,５３８ 9,９９６

学生納付金収入 2,９３７ 2,９４７

附属病院収入 20,３３８ 20,555

その他の業務収入 3,503 4,402

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー ▲10,678 ▲2,205

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー 5,934 1,358

Ⅳ 資金増加額 （又は減少額） （Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ） ▲3,577 2,749

Ⅴ 資金期首残高 8,900 6,151

Ⅵ 資金期末残高 （Ⅳ＋Ⅴ） 5,323 8,900

■ キャッシュ・フロー計算書■

（単位：百万円）

〇業務活動(プラス)-業務活動を収入額の中で順調に実施していることを表しています。
〇投資活動(マイナス)-附属病院の新病棟が完成しましたが、それに関係する支出の増加によりマイナスとなっています。
〇財務活動（プラス）-附属病院の病院再開発等に関して、借入を行ったことによりプラスとなっています。

キャッシュ・フロー計算書は、一会計年度における本学の資金の流れ（お金の出入り）の状況
を一定の活動区分に表したものです。
なお、損益計算書は発生段階での費用、収益を計上するのに対し、キャッシュ・フロー計算書は、
現金の受払の事実を表示しております。

【内訳】 令和６年度 令和５年度 対前年度増減
授業料収入 2,5３３百万円 2,５２７百万円 ５百万円
入学料収入 3３２百万円 3５４百万円 ▲２１百万円
検定料収入 ７１百万円 ６５百万円 ６百万円

■学生納付金収入

■ 数字で見る令和６年度本学の活動状況■

【対前年度 3,577百万円減】

令和６年度決算において、授業料収入、検定料収入が増加しましたが、入学料収入が減少したため、学生
納付金収入は、対前年度１０百万円減となっています。

※百万円未満を切り捨てて表示しているため、合計額が一致しない場合があります。

計 2,937百万円 2,947百万円 ▲１０百万円
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区 分 予算額
決算額

大学 附属病院 合計

※百万円未満を四捨五入して表示しています。

■ 決算報告書■

収
入

運営費交付金収入 10,12４ 8,554 1,735 10,２８９

自己収入 24,568 3,639 20,９７６ 24,６１５

施設整備費補助金 2,28３ 1,486 ８３９ 2,325

引当金取崩 ２３２ ３２ ２０６ ２３８

目的積立金取崩 766 ６８ 1,106 1,174

長期借入金収入 7,50２ ー 7,502 7,502

収入合計 45,475 13,779 32,364 46,143

支
出

業務費 34,98３ 12,089 22,864 34,953

施設整備費 9,78５ 1,486 8,341 9,827

長期借入金償還金 ９２９ ー ８９７ ８９７

大学改革支援・学位授与機構
施設費納付金

１４ １４ ー １４

支出合計 45,71１ 13,590 32,101 45,6９１

収入-支出 △２３５ １８９ ２６３ ４５２

収
入

受託研究等及び寄附金収入 1,68１ 1,61０ ２４５ 1,855

補助金収入 497 ７６８ ４６３ 1,231

収入合計 2,178 2,378 ７０８ 3,086

支
出

受託研究費等及び寄附金 1,68１ 1,5８４ ２４５ 1,８２９

補助金 ２６２ ５１０ ４６３ ９７３

支出合計 1,94３ 2,０９４ ７０８ 2,８０２

収入ー支出 ２３５ ２８４ ０ ２８４

（単位：百万円）

総
計

総収入合計 47,65４ 16,157 33,072 49,229

総支出合計 47,65４ 15,684 32,809 48,493

【総収入ー総支出】 0 ４７４ ２６３ ７３６

決算報告書は、当該年度の予算の執行状況を表しています。
大学運営費、外部資金の別に予算執行状況を表しています。
令和６年度 現金主義会計ベースでは、収入額に対して支出額の残額は７３６百万円となり、大
学分で４７４百万円、附属病院分で２６3百万円を次年度に繰り越すこととなります。

１．大学運営費

２. 外部資金
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セグメント別財務状況
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学内共同教育研究施設

教員数　 54 人

[損益計算書] 単位：百万円

６年度 ５年度 ６年度 ５年度

教育経費 82 97 運営費交付金収益 21 371

研究経費 300 291 受託研究等収益 5 91

人件費 265 238 寄附金収益 15 8

受託研究費等 3 93 補助金等収益 333 296

一般管理費 9 16 その他の収益 15 14

その他 220 147

計 876 879 計 388 778

損益 △ 489 △ 102

人文社会科学部

教員数　 74 人

[損益計算書] 単位：百万円

６年度 ５年度 ６年度 ５年度

教育経費 42 93 運営費交付金収益 8 2

研究経費 1 1 学生納付金収益 743 731

人件費 17 28

一般管理費 11 13

計 70 134 計 750 732

損益 681 599

人文社会科学系

教員数　 125 人 教員一人当たりの外部資金収益額 444 千円

[損益計算書] 単位：百万円

６年度 ５年度 ６年度 ５年度

教育経費 1 1 運営費交付金収益 7 7

研究経費 33 43 受託研究等収益 0 3

人件費 1,403 1,321 寄附金収益 10 11

受託研究費等 0 3

一般管理費 3 3

計 1,438 1,368 計 17 20

(科学研究費 46 57 ) 損益 △ 1,422 △ 1,349

教員数

【本表の見方】

令和６年５月１日現在。

本学の大半の教員は「教育研究部（教員組織）」に所属しながら、「学部/大
学院」や「附属病院」等で教育・研究・診療等の活動を行っているため、教員
数を活動するセグメント毎にも再掲しています。

※「大学共通」セグメントは教職員数を示しています。

教育経費・研究経費・人件費等の費用と運営費交付金・学生納付金等の収
益を区分ごとに計上しています。単位は百万円以下を切り上げて表示してい
ますので、合計が一致しないことがあります。

また科学研究費については損益に影響を与えないため（ ）書きにより支
出額を表示しています。

［（受託研究等収益＋寄附金収益＋補助金収益＋科学研究費（支出額））÷常勤
教員数］により算出。この値が大きいほど外部資金による活動が活発に行われて
いることを示しています。

1
教育研究部（教員組織）

学部/大学院（教育組織）

その他のセグメント

※医療学系と附属病院は、一体となって外部資金の獲得を行っていることから、
医療学系の欄に記載している「教員一人当たりの外部資金収益額」については、
附属病院セグメントの外部資金及び常勤教員数も含めて算出した値となります。

損益計算書の主な費用・収益のセグメント別計上方法

①教員は教育研究部（教員組織）に所属して、学部等で教育活動を行っているため、人件費は教育研究部（教員組織）に一括計上。
②運営費交付金収益については、特定されているセグメントに割り当てているものを除き、「大学共通」セグメントに一括計上。
③学生納付金収益は、それぞれの教育組織に計上。

大学では、運営費交付金、学生納付金、外部資金などの多様な収益を基に、教育・研究等の活動を行っています。本表では費用・収益を以下の考え方に
基づき、各セグメントに計上しています。

上記の理由により、各セグメントの損益は均衡しないために参考の値となりますが、外部資金の獲得や教育の質の向上、経費の削減等に努めることで各セグメントの
値がどう推移していくかが重要となってきます。

3

3

3

★大学共通セグメントの損益は、各セグメントに計上していない収益を
一括計上している等の理由により収益のほうが多くなっています。

大学共通セグメントの運営費交付金収益は各学部の生じている差額
を計上しています。

大学共通の費用は5,555百万円で前年比1,339百万円となっています。
人件費及び受託研究費等が増加したことが主な要因です。又、収益は
8,908百万円で前年比1,249百万円となっています。運営費交付金収益及
び受託研究等収益の増加が主な要因です。

大学共通

■ セグメント情報■

セグメント情報は、大学の活動状況をより把握するために、教育・研究・管理等の属性に従って損益状況を算出したものです。

教員一人当たりの外部資金収益額2

損益計算書3

1
2

1

1

大学共通

教職員数　 643 人

[損益計算書] 単位：百万円

６年度 ５年度 ６年度 ５年度

教育経費 998 571 運営費交付金収益 7,001 6,598

研究経費 181 84 受託研究等収益 679 69

人件費 2,721 2,568 補助金等収益 289 275

受託研究費等 686 53 寄附金収益 102 117

一般管理費 633 548 施設費収益 131 182

その他 337 394 その他の収益 419 419

計 5,555 4,216 計 8,908 7,659

損益 3,354 3,444
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教育研究部（教員組織）

★教育研究部の損益は、原則として教員は「教育研究部（教員組織）」に所属していることから、教員人件費の大半は各学系に計上しています。一方
この費用に対応する収益を「大学共通」の運営費交付金収益に計上している等の理由により費用の方が多くなっています。

教育研究部（教員組織）全体の費用は5,988百万円で前年比△271百万円となっています。医療学系、総合科学系の受託研究費等の減少が主な要因です。又、全体の収益は527百万円で前年比
△496百万円となっています。医療学系、総合科学系の受託研究等収益の減少が主な要因です。

学部/大学院（教育組織）

★「学部/大学院（教育組織）のセグメントの損益は、学生納付金収益を全額計上しています。一方、教員人件費は教員の所属機関である「教育研究部
（教員組織）」のセグメントに計上している等の理由により収益の方が多くなっています。

学部/大学院（教育組織）全体の費用は994百万円で前年比△346百万円となっています。人文社会科学部、総合人間自然科学研究科の教育経費の減少が主な要因です。
また、全体の収益は3,746百万円で前年比△92百万円となっています。農林海洋科学部の運営費交付金収益の減少が主な要因です。

■ セグメント情報■

人文社会科学系 自然科学系

教員数　 125 人 教員一人当たりの外部資金収益額 444 千円 教員数　 106 人 教員一人当たりの外部資金収益額 1,750 千円

[損益計算書] 単位：百万円 [損益計算書] 単位：百万円

６年度 ５年度 ６年度 ５年度 ６年度 ５年度 ６年度 ５年度

教育経費 1 1 運営費交付金収益 7 7 教育経費 4 8 運営費交付金収益 38 32

研究経費 33 43 受託研究等収益 0 3 研究経費 93 120 受託研究等収益 9 95

人件費 1,403 1,321 寄附金収益 10 11 人件費 1,235 1,147 寄附金収益 29 35

受託研究費等 0 3 受託研究費等 3 93 補助金等収益 6 16

一般管理費 3 3 一般管理費 2 7

その他 0 1

計 1,438 1,368 計 17 20 計 1,334 1,373 計 80 177

(科学研究費 46 57 ) 損益 △ 1,422 △ 1,349 (科学研究費 144 108 ) 損益 △ 1,253 △ 1,197

医療学系 注(附属病院を含む) 総合科学系

教員数　 244 人 教員一人当たりの外部資金収益額 1,811 千円 教員数　 89 人 教員一人当たりの外部資金収益額 2,135 千円

[損益計算書] 単位：百万円 [損益計算書] 単位：百万円

６年度 ５年度 ６年度 ５年度 ６年度 ５年度 ６年度 ５年度

教育経費 12 14 運営費交付金収益 7 4 教育経費 4 1 運営費交付金収益 12 14

研究経費 218 215 受託研究等収益 37 318 研究経費 115 138 受託研究等収益 23 117

人件費 1,833 1,664 寄附金収益 285 271 人件費 1,016 1,048 補助金等収益 44 32

受託研究費等 14 319 その他 0 0 受託研究費等 2 113 寄附金収益 28 73

一般管理費 2 3 一般管理費 2 7

その他 5 1 その他 0 1

計 2,081 2,214 327 593 計 1,137 1,306 計 105 235

(科学研究費 122 187 ) 損益 △ 1,755 △ 1,622 (科学研究費 97 99 ) 損益 △ 1,033 △ 1,071
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人文社会科学部 教育学部

教員数　 74 人 教員数　 75 人

[損益計算書] 単位：百万円 [損益計算書] 単位：百万円

６年度 ５年度 ６年度 ５年度 ６年度 ５年度 ６年度 ５年度

教育経費 42 93 運営費交付金収益 8 2 教育経費 23 34 運営費交付金収益 9 1

研究経費 1 1 学生納付金収益 743 731 研究経費 2 2 学生納付金収益 337 340

人件費 17 28 人件費 18 14 補助金等収益 5 5

一般管理費 11 13 受託研究費等 0 1 寄附金収益 2 0

一般管理費 9 14

計 70 134 計 750 732 計 50 63 計 351 346

損益 681 599 損益 301 284

理工学部 医学部

教員数　 87 人 教員数　 317 人

[損益計算書] 単位：百万円 [損益計算書] 単位：百万円

６年度 ５年度 ６年度 ５年度 ６年度 ５年度 ６年度 ５年度

教育経費 68 39 運営費交付金収益 0 1 教育経費 143 157 運営費交付金収益 0 24

研究経費 12 14 学生納付金収益 640 628 研究経費 49 197 学生納付金収益 568 577

人件費 16 20 受託研究等収益 0 1 人件費 106 105 受託研究等収益 177 96

受託研究費等 0 1 寄附金収益 1 1 受託研究費等 169 95 補助金等収益 30 35

一般管理費 21 28 補助金等収益 2 3 一般管理費 84 110 寄附金収益 122 86

その他 1 1 その他 1 7 その他の収益 6 5

計 116 100 計 642 632 計 550 669 計 901 823

損益 527 532 損益 351 154

農林海洋科学部 地域協働学部

教員数　 75 人 教員数　 24 人

[損益計算書] 単位：百万円 [損益計算書] 単位：百万円

６年度 ５年度 ６年度 ５年度 ６年度 ５年度 ６年度 ５年度

教育経費 97 86 運営費交付金収益 42 220 教育経費 17 17 運営費交付金収益 0 1

研究経費 7 7 学生納付金収益 525 512 研究経費 1 1 学生納付金収益 152 156

人件費 15 14 受託研究等収益 2 36 人件費 16 13 受託研究等収益 1 6

受託研究費等 1 36 寄附金収益 2 1 受託研究費等 0 6 補助金等収益 1 1

一般管理費 27 40 補助金等収益 20 23 一般管理費 2 5

その他 0 1 その他の収益 33 31 その他 1 1

計 144 180 計 622 822 計 34 39 計 153 163

損益 479 643 損益 120 125

土佐さきがけプログラム 総合人間自然科学研究科

教員数　 2 人 教員数　 23 人

[損益計算書] 単位：百万円 [損益計算書] 単位：百万円

６年度 ５年度 ６年度 ５年度 ６年度 ５年度 ６年度 ５年度

教育経費 2 6 学生納付金収益 2 1 教育経費 30 148 運営費交付金収益 38 36

研究経費 1 4 学生納付金収益 291 288

人件費 2 2 その他 1 0

受託研究費等 0 1

一般管理費 1 1

計 2 6 計 2 1 計 32 154 計 330 323

損益 △ 1 △ 5 損益 298 169



附属学校園／附属病院

★附属学校園セグメントの損益は、教育経費等の経費を計上しています。一方、これに対応する運営費交付金収益を「大学共通」の運営費交付金収
益に計上している等の理由により費用の方が多くなっています。

★附属病院セグメントの詳細については11ページに記載しています。

学内共同教育研究施設/地球掘削科学国際研究拠点

★学内共同教育研究施設/地球掘削科学国際研究拠点セグメントの損益は、教育経費等の経費を計上しています。一方、これに対応する運営費交付
金収益を「大学共通」の運営費交付金収益に計上している等の理由により費用の方が多くなっています。

学内共同教育研究施設/地球掘削科学国際研究拠点全体の費用は1,031百万円で前年比△1百万円となっています。海洋コア国際研究所の受託研究費等の減少が主な
要因です。又、全体の収益は481百万円で前年比△394百万円となっています。学内共同教育研究施設の運営費交付金収益の減少が主な要因です。

附属学校園の費用は929百万円で前年比△57百万円となっています。教育経費の減少が主な要因です。又、収益は687百万円で前年比△14百万円となっています。
寄附金等収益の減少が主な要因です。

■ セグメント情報■

学内共同教育研究施設 海洋コア国際研究所

教員数　 54 人 教員数　 17 人

[損益計算書] 単位：百万円 [損益計算書] 単位：百万円

６年度 ５年度 ６年度 ５年度 ６年度 ５年度 ６年度 ５年度

教育経費 82 97 運営費交付金収益 21 371 教育経費 7 8 運営費交付金収益 48 33

研究経費 300 291 受託研究等収益 5 91 研究経費 86 67 受託研究等収益 2 23

人件費 265 238 寄附金収益 15 8 人件費 53 45 補助金等収益 26 27

受託研究費等 3 93 補助金等収益 333 296 受託研究費等 1 24 寄附金収益 11 10

一般管理費 9 16 その他の収益 15 14 一般管理費 8 8 その他の収益 10 10

その他 220 147 その他 1 2

計 876 879 計 388 778 計 154 152 計 95 99

損益 △ 489 △ 102 (科学研究費 14 8 ) 損益 △ 60 △ 54

附属学校園 附属病院

教員数　 130 人 教員数　 206 人

[損益計算書] 単位：百万円 [損益計算書] 単位：百万円

６年度 ５年度 ６年度 ５年度 ６年度 ５年度 ６年度 ５年度

教育経費 79 149 運営費交付金収益 653 653 教育経費 76 48 運営費交付金収益 1,998 1,875

研究経費 0 1 学生納付金収益 8 9 研究経費 157 159 附属病院収益 20,394 20,432

人件費 848 828 受託研究等収益 0 3 診療経費 14,234 13,519 受託研究等収益 208 214

受託研究費等 0 3 補助金等収益 2 6 人件費 9,290 8,785 補助金等収益 344 184

一般管理費 3 8 寄附金収益 14 19 受託研究費等 208 214 寄附金収益 38 26

その他 1 1 その他の収益 13 15 一般管理費 390 333 施設費収益 44 1

その他 143 66 その他の収益 209 208

計 929 986 計 687 702 計 24,495 23,122 計 23,232 22,948

損益 △ 242 △ 285 損益 △ 1,263 △ 175
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国立大学法人特有の会計処理
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１．国立大学法人と民間企業の違い

活動の目的 利益の獲得

民間企業
利害関係者の利益最
大化、企業価値最大化

目的とする

国立大学法人
公共的性格を有する
教育・研究などの推進

目的としない

国立大学法人会計の目的は、国立大学法人等の財政状態及び運営状況を適切に反映した財務情報を作成し開示
することであり、原則として企業会計に基づき会計処理を行います。
しかしながら、国立大学法人会計は「公共的な性格を有し、利益の獲得を目的とせず、独立採算制を前提としない
こと」、「国と密接不可分の関係にあり法人独自の判断で意思決定が完結し得ない場合があること」等の制度的特徴
があるため、企業会計原則に必要な修正を加えたものとなっています。

国立大学法人会計
の独特な仕組み

２．収益の考え方
運営費交付金や授業料などの収入があった場合は、まず負債に計上します（教育・研究などを行う義務の発生）。そ
の後、教育・研究などの業務の進行（期間の経過、業務の達成）に伴い、収益に振り替えていきます。この収益と業務
の遂行にかかった費用との差額が利益となり、業務の効率化や経費削減などで費用が抑えられれば、利益が増加し
ます。

国 国立大学法人

運営費
交付金
など

負債 収益

利益

実際に発生
した費用

運営努力による利益

教育・研究など
を行う義務の発
生

業務の進行（期
間の経過、業務
の達成）

３． 損益均衡を前提とした会計処理
令和3年度までは運営費交付金、授業料、寄附金で固定資産を取得した場合、固定資産と同額の運営費交付金債
務や授業料債務などの負債を「資産見返負債」に振り替え、毎期に発生する減価償却費に相当する額を、収益に振り
替えていましたが、令和4年度からは固定資産取得時に全額、運営費交付金収益や授業料収益に計上し、取得時以
降は減価償却費のみ発生する企業会計に基づき、会計処理を行っています。
国立大学法人は利益獲得を目的としていないため、その会計制度は、通常の業務を行えば原則、損益均衡するよ
うな仕組みとなっており、補助金で取得した固定資産については下記のとおり会計処理を行っています。

固定資産
3億円購
入

機械装置
3億円

預金
△3億円

資産増加 資産減少

購入時点

機械装置
3億円

費用
0円

減価償却費の発生

1年目 2年目 3年目

減価償却費 減価償却費 減価償却費

1億円 1億円 1億円

減価償却にあわせ
て収益に振替

収益

1億円 1億円 1億円

費用 収益 費用 費用

負債振替

収益 収益

1億円 1億円

収益 収益

1億円
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４．資金の裏付けのない帳簿上の利益

附属病院における診療業務などは、基本的に企業会計と同様の処理となり、先に挙げたような「資産見返負債」と
いった国立大学法人特有の会計処理を行いません。そのため、以下の例１、２のような場合に「運営努力による利益」
とは別に、「資金の裏付けのない帳簿上の利益」が生じる場合があります。ただし、これと同じことは企業会計でも生
じます。

５．国立大学法人の利益

国立大学法人は、民間企業と異なり株主のような営利目的の資本主が存在しませんので、利益を配当等として外
部に分配することはありません。また、国立大学法人の利益には、上記のように「運営努力による利益」と「資金の裏
付けのない帳簿上の利益」の２つがあります。
「運営努力による利益」とは、業務の効率化による費用の削減や積極的な自己収入増加を図ったことにより発生し
た利益であり、文部科学大臣に剰余金の使途の申請を行い、「経営努力認定」を受けた利益は目的積立金として整
理され、次年度以降中期計画の剰余金の使途に従って使用することが認められています。

1年目 2年目 3年目

減価償却費 減価償却費 減価償却費

1億円 1億円 1億円

購入時点

機械装置
3億円

費用
0円

減価償却費の発生

収益

3億円

患者さん 国立大学法人

治療費 病院収入 収益

利益

実際に発生
した費用

・運営努力による利益

・資金の裏付けのない
帳簿上の利益

例１ 資産の取得に充てられた病院収入と減価償却費の差から生じる利益・損失

病院収入により資産を取得した場合には、以下のように資金の裏付けのない帳簿上の利益や損失が発生します。

1億円

3億円費用

収益

1億円 1億円0円 0円

費用 費用収益 収益

利益2億円 損失1億円 損失1億円

例２ 借入金の償還期間と減価償却期間のずれから生じる利益・損失

附属病院の借入金は、病院収入により返済しますので、病院収益の一部が、毎年借入金の返済に充てられることに
なります。他方、建物等の固定資産を取得した場合、毎年減価償却費が発生することになります。

1～20年 21～30年 累計

30億円を借りて、病棟を建設した場合
返済期間：20年（均等返済）年1.5億円
減価償却：30年（毎年定額）年1億円

1億円
1.5
億円

費用 収益

1億円

30
億円0円

30
億円

費用 費用収益 収益

利益0.5億円 損失1億円 損益0円

当期未処分利益
経営努力認定
（文部科学大臣）

YES

NO

目的積立金

積立金

経営努力認定を受けた利益で、次年度以降、中期計画で
定めた剰余金の使途に従って使用

経営努力認定を受けなかった利益で、主に資金の裏付け
のない帳簿上の利益
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財務指標を用いた本学の
財務状況分析について
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財務指標レーダーチャート

※同規模大学の令和6年度平均を100%とした。
※同規模大学とは
医科系学部その他の学部で構成され、学生収容定員１万人未満或いは学部等数がおおむね１０学部未満
の２４大学を指す。山形大学、富山大学、三重大学、香川大学、熊本大学等。

財務指標とは、国立大学法人の財政状態や運営状況を総合的に把握し、他大学と比較し分析
するための基礎データです。

110.97%

92.27%

132.50%

108.77%

71.86%

100.49%

104.03%

134.18%108.24%

70.05%

高知大学（令和6年度） 高知大学（令和5年度） 同規模大学平均（令和6年度）

教育経費比率
【活動性】

自己資本比率
【健全性】

外部資金比率
【発展性】

人件費比率
【効率性】

一般管理費比率
【効率性】

解 説

「外部資金比率」「教育経費比率」「自己資本比率」については、それぞれ発展性や活動性、健全性を表す

指標であり、値が高い方が望ましいものです。

一方、「人件費比率」「一般管理費比率」については、いずれも効率性を表す指標であり、値が低い方が

望ましいものです。

指標で見る本学の令和6年度の財務状況（青）は、活動性を示す教育経費比率が同規模大学を上回って

います。

一方で、効率性を示す人件費比率・一般管理費比率、発展性を示す外部資金比率及び健全性を示す自

己資本比率は更なる努力が求められる結果となっています。

人件費や一般管理費の節減合理化とともに科学研究費補助金をはじめ外部資金の獲得に向けて、更な

る工夫が必要となります。
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３．一般管理費比率（効率性）
一般管理費

/業務費
令和3年度 4年度 5年度 6年度

一般管理費比率は効率性を示す指
標であり、比率が低いほど効率性
が高い。

高知大学 3.1% 3.4% 3.2％ 3.2％

同規模大学平均 2.4% 2.4% 2.4％ 2.4％

0

1

2

3

4

1,000

1,100

1,200

1,300

３年度 ４年度 ５年度 ６年度

一般管理費

高知大学

同規模大学

（単位：百万円） （％）

１．教育経費比率 教育経費/業務費 令和3年度 4年度 5年度 6年度

教育経費比率は活動性を示す指標
であり、比率が高いほど学生に掛
ける活動性が高い。

高知大学 3.8% 3.9% 4.1％ 4.5％

同規模大学平均 4.4% 4.2% 4.1％ 4.0％

3.4

3.6

3.8

4

4.2

4.4

4.6

1,200

1,300

1,400

1,500

1,600

1,700

３年度 ４年度 ５年度 ６年度

教育経費

高知大学

同規模大学

本学の教育経費比率は近年上昇し、令和6年度は同規模大学を上回った。 （％）（単位：百万円）

２．自己資本比率 純資産/総資産 令和3年度 4年度 5年度 6年度

自己資本比率は財務の健全性を
示す指標であり、比率が高いほど
財務内容の健全性が高い。

高知大学 63.0% 71.1% 67.1％ 60.1％

同規模大学平均 57.5％ 66.1％ 64.5％ 65.1％

0

20

40

60

80

34,000

39,000

44,000

49,000

３年度 ４年度 ５年度 ６年度

純資産

高知大学

同規模大学

（％）（単位：百万円） 本学の自己資本比率は近年下降し、令和６年度は同規模大学を下回った。

本学の一般管理費比率はおおむね一定率を維持している。
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６.学生当教育経費 教育経費/学生数 令和3年度 ４年度 ５年度 6年度

学生１人当たりの教育経費。金額
が高いほど学生1人に対する手厚
い教育体制となっていることを
表している。

高知大学 244千円 252千円 271千円 307千円

同規模大学平均 259千円 254千円 254千円 259千円

230

250

270

290

310

３年度 ４年度 ５年度 ６年度

同規模大学

高知大学

（単位：千円）

４．人件費比率（効率性） 人件費/業務費 令和3年度 ４年度 ５年度 6年度

人件費比率は効率性を示す指標で
あり、比率が低いほど効率性が高
い。

高知大学 51.4% 50.3% 49.9％ 50.1％

同規模大学平均 48.2% 47.2% 46.1％ 46.0％

５.外部資金比率（発展性）
受託・受事・寄附金収益/

経常収益
令和3年度 ４年度 ５年度 6年度

外部資金比率は外部資金による活
動状況及び収益性を示す指標であ
り、比率が高いほど発展性が高い。

高知大学 3.6% 4.7% 4.6% 4.8%

同規模大学平均 5.6% 6.3% 6.6% 6.6%

0

2

4

6

8

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

３年度 ４年度 ５年度 ６年度

外部資金収益

高知大学

同規模大学

（単位：百万円） （％）本学の外部資金比率は同規模大学を下回るが、令和４年度以降上昇傾向にある。

40

45

50

55

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

３年度 ４年度 ５年度 ６年度

人件費

高知大学

同規模大学

（単位：百万円） （％）
本学の人件費比率は同規模大学を上回るが、令和4年度以降減少傾向にある。

教育経費比率と同様に近年上昇し、令和5年度以降は同規模大学を上回っている。
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